
施
設
見
学
記
録
①

報
道
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
は
参
観
で
き
た
も
の
の
、

本
号
よ
り
、
刑
事
学
・
刑
事
政
策
の
観
点
か
ら
、
施
設
見
学
の
記
録
を
ま
と
め
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
主
な
対
象
と
し
て
は
、
刑
務
所
及

び
少
年
院
を
予
定
し
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
施
設
も
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
掲
載
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
の
は
、
対
象
と
な
る
施
設
の
参
観
及
び
見
学
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
施
設
の
様
子
に
関

す
る
情
報
を
多
く
の
国
民
が
入
手
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
刑
務
所
の
参
観
に
つ
い
て
見
る

と
、
監
獄
法
（
明
治
四
一
年
法
律
二
八
号
）

二
限
リ
法
務
省
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
監
獄
法
施
行
規
則
（
明
治
四
一
年
司
法
省
令
一
八

号
）
三
条
が
、
「
監
獄
ノ
参
観
ヲ
請
フ
者
ア
ル
ト
キ
ハ
所
長
（
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及
ビ
拘
置
所
ノ
長
ヲ
謂
フ
以
下
同
ジ
）

住
所
、
年
齢
及
ヒ
参
観
ノ
目
的
ヲ
調
査
シ
許
可
ヲ
与
ヘ
タ
ル
者
ニ
ハ
参
観
者
心
得
事
項
ヲ
告
知
ス
可
シ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
教
員
や

員
の
引
率
が
な
い
と
参
観
は
許
可
さ
れ
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
先
般
成
立
し
た
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一

七
年
法
律
五

0
号）

―
二
条
は
、
「
刑
事
施
設
の
長
は
、
そ
の
刑
事
施
設
の
参
観
を
申
し
出
る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、

浪
速
少
年
院

【
掲
載
開
始
に
あ
た
っ
て
】

施
設
見
学
記
録
①

浪
速
少
年
院

五
条
が
、
「
監
獄
ノ
参
観
ヲ
請
フ
者
ァ
ル
ト
キ
ハ
学
術
ノ
研
究
其
他
正
当
ノ
理
由
ア
リ
ト
認
ム
ル
場
合

一
般
の
国
民
が
参
観
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
ま
た
、
法
学
部
の
学
生
で
あ
っ
て
も
、
教

永

一
九
三 田

憲
ハ
其
氏
名
、
職
業
、

（
一
七
八
一
）

史



め
、
断
定
調
の
文
章
と
す
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
学
術
研
究
の
目
的
と
い
う
制
限
が
条
文
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
近
時
、
過
剰
収
容
の

状
況
が
続
い
て
お
り
、
広
く
一
般
の
国
民
の
参
観
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
保
安
上
の
観
点
か
ら
も
、
施
設
の
人
的
資
源
の
観
点
か
ら
も
困
難

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
相
当
」
と
さ
れ
る
事
例
は
、
当
面
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
少
年
院

に
お
い
て
は
、
少
年
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
保
護
が
要
請
さ
れ
る
た
め
、

（
一
七
八
二
）

犯
罪
・
非
行
や
治
安
に
対
す
る
不
安
が
強
ま
る
中
で
、
量
刑
や
行
刑
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関

す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
六
三
号
）

の
施
行
が
迫
っ
て
い
る
。
国
民
が
犯
罪
•
非
行
対
策
を
議
論
し
、
適
切
な
量
刑
選
択
を
行
な
う
た
め
に
は
、

行
刑
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
懲
役
刑
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
懲
役
刑
の
一
年
間
が
ど
の

程
度
の
重
み
を
有
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
施
設
で
、
そ
こ
で
ど
の

よ
う
な
処
遇
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
広
く
一
般
の
国
民
に
知
ら
し
め
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
国
民
に
と
っ
て
、
施
設
の
参
観
及
び
見
学
が
困
難
で
あ
る
一
方
で
、
施
設
の
様
子
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
必
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。
最
も
効
果
的
か
つ
理
想
的
な
方
法
は
、
直
接
、
施
設
の
参
観
及
び
見
学
を
行
な
い
、
施
設
の
内
部
を
見
て
、
職
員
の
体
験
談
を
聞
き
、

施
設
の
雰
囲
気
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
次
善
策
と
し
て
、
断
片
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
施
設
の
参
観
及
び
見
学

の
記
録
を
ま
と
め
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
で
き
る
限
り
客
観
的
に
紹
介

を
行
な
う
よ
う
に
す
る
た
め
、
紹
介
と
私
の
コ
メ
ン
ト
を
分
け
て
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
伝
聞
調
の
文
章
と
す
る
と
読
み
難
く
な
る
た

な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
刑
事
法
、
特
に
刑
事
学
の
授
業
を
大
学
で
受
講
す
る
学
生
全
員
を
施
設
の
参
観
又
は
見
学
に
引
率
す
る
こ
と
が
教
育
的
観

点
か
ら
は
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
引
率
に
か
か
る
時
間
、
さ
ら
に
は
、
参
観
先
又
は
見
学
先
の
事
情
か
ら
、
学
生
全
員
を
参
観
又
は
見
学
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
紹
介
に
よ
り
若
干
で
も
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

一
般
の
国
民
の
見
学
が
拡
大
す
る
と
は
考
え
難
い
。
他
方
で
、
近
時
、

一
九
四



施
設
見
学
記
録

m

数
が
減
少
し
、
見
学
日
現
在
の
被
収
容
者
数
は
、

一
三
二
名
で
あ
っ
た
。
入
院
時
の
年
齢
は
、

一
九
五

一
八
歳
が
三
五
％
、

一
九
歳
が
三

0
％
と
年
長
少
年
が
六

平
成
一
六
年
（
二

0
0
四
年
）
度
の
一
日
平
均
収
容
者
数
は
、

浪
速
少
年
院
の
見
学
は
、
平
成
一
七
年
（
二

0
0
五
年
）
九
月
に
、
私
の
担
当
す
る
専
門
演
習
A
.
B

浪
速
少
年
院
は
、
茨
木
市
郊
外
の
住
宅
地
そ
ば
の
高
台
に
あ
る
。
大
正
ニ
一
年
(
-
九
二
三
年
）
に
我
が
国
最
初
の
矯
正
院
（
現
在
の
少
年
院
）
と
し

て
設
立
さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
施
設
で
あ
る
。
平
成
八
年
(
-
九
九
六
年
）
に
は
、
二
度
目
の
大
規
模
な
改
築
工
事
が
完
了
し
た
。
種
別
は
、
初
等
少
年
院

（
一
四
歳
以
上
一
六
歳
未
満
で
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
一
―
項
参
照
）
及
び
中
等
少
年
院
(
-
六
歳
以
上
二

0
歳
未
満
で

犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
三
項
参
照
）

訓
練
課
程

(G)
の
指
定
を
受
け
て
い
る
長
期
処
遇
（
平
均
在
院
期
間
―
ニ
ヶ
月
）

浪
速
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
の
紹
介
と
し
て
は
、
斉
藤
峰
「
浪
速
少
年
院
に
お
け
る
職
業
訓
練
の
現
状
」
刑
政
一

0
二
巻
六
号
(
-
九
九
一
）
四
八
頁

以
下
、
吉
田
義
賢
「
浪
速
少
年
院
に
お
け
る
『
D
A
Y
キ
ャ
ン
プ
』
に
つ
い
て
」
刑
政
一

0
九
巻
三
号
(
-
九
九
八
）

子
紙
芝
居
の
試
み
」
刑
政
―
一
三
巻
二
号
（
二

0
0
二）

最
初
に
、
調
査
官
の
講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
施
設
内
の
見
学
を
行
な
っ
た
。

―
-
、
処
遇
の
内
容

（
三
•
四
回
生
）
と
一
般
演
習
（
一
回
生
）

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
処
遇
課
程
は
、
職
業
能
力
訓
練
課
程

(Vl)
及
び
生
活

の
施
設
で
あ
っ
て
、
男
子
少
年
を
収
容
し
て
い
る
。

の

1
0
九
頁
以
下
、
大
田
真
史
「
電

一
六
五
名
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
横
ば
い
状
態
に
あ
る
が
、
こ
こ
数
力
月
は
、
被
収
容
者

割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
少
年
院
送
致
と
な
っ
た
非
行
事
実
は
、
窃
盗
が
四
八
％
と
最
も
多
く
、
粗
暴
犯
が
一
八
％
、
凶
悪
犯
が
一
―
％
で
あ
る
。
過
去

に
少
年
院
送
致
及
び
収
容
と
さ
れ
て
い
る
少
年
の
率
、
す
な
わ
ち
再
入
率
は
、
二
割
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
送
致
元
の
家
庭
裁
判
所
は
、
大
阪
家
庭
裁

浪
速
少
年
院

（
一
七
八
三
）

一

、

は

じ

め

に

受
講
生
の
う
ち
、
希
望
者
を
引
率
し
て
行
な
っ
た
。

1
0
二
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。



（
一
七
八
四
）

判
所
が
四
0
％
と
最
も
多
く
、
近
畿
圏
が
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
が
二
五
％
、
広
島
家
庭
裁
判
所
が
九
％
あ
る
。
少
年
の
父

母
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
実
父
母
が
存
在
す
る
少
年
が
四
六
％
、
実
母
の
み
が
存
在
す
る
少
年
が
二
八
％
、
実
父
の
み
が
存
在
す
る
少
年
が
一

0
％
と
、

実
父
母
が
存
在
す
る
少
年
が
半
数
近
く
い
る
も
の
の
、
父
母
の
養
育
能
力
が
欠
け
た
り
、
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
例
が
多
く
、
多
く
の
少
年
が
劣
悪
な

環
境
に
あ
る
。
こ
の
施
設
で
は
、
資
格
取
得
や
職
業
訓
練
に
適
し
た
能
力
を
有
す
る
少
年
を
集
め
て
お
り
、
知
能
指
数

(
I
Q
)

処
遇
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
、
①
新
入
時
教
育
が
一
・
五
ヶ
月
間
行
な
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
集
団
行
動
訓
練
な
ど
が
中

心
と
な
る
。
こ
の
期
間
に
、
保
護
者
会
も
行
な
わ
れ
、
施
設
の
説
明
を
し
た
り
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
す
る
。
次
に
、
②
中
間
期
教
育
が

前
期
四
ヶ
月
間
、
後
期
四
ヶ
月
間
の
計
八
ヶ
月
間
行
な
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
職
業
訓
練
が
中
心
と
な
る
。
職
業
訓
練
は
、
溶
接
科
、
板
金
科
、
電
気
工

事
科
、
木
工
科
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
に
分
か
れ
て
行
な
い
、
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
修
了
者
証
、
第
二
種
電
気
工
事
士
免
許
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
免
許
証
な

ど
の
取
得
を
目
指
す
。
職
業
訓
練
の
指
導
は
、
法
務
教
官
が
資
格
を
取
っ
て
行
な
っ
て
お
り
、
資
格
試
験
が
近
付
く
と
、
外
部
講
師
を
招
い
て
講
習
が
行

な
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
に
は
、
「
寮
」
と
呼
ば
れ
る
少
年
ら
が
起
臥
及
び
食
事
な
ど
を
行
な
う
場
所
を
中
心
に
、
集
会
が
行
な
わ
れ
、
各
人
の
問
題
性
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
問
題
性
別
指
導
や
後
述
の
「
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
」
な
ど
も
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
外
部
講
師
を
招
い

て
、
華
道
や
茶
道
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
行
な
わ
れ
る
。
最
後
に
、
③
出
院
準
備
教
育
が
ニ
ヶ
月
間
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
職
業
訓
練
は
、
全
員

が
農
園
芸
科
に
移
行
す
る
。
ま
た
、
社
会
適
応
訓
練
と
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
役
割
劇

(
r
o
l
e
p
l
a
y
)

が
行
な
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
社
会
奉
仕
活
動
や
、
鉄
工
所
な
ど
の
工
場
見
学
が
行
な
わ
れ
る
。

日
課
は
、
七
時
起
床
、
ニ
―
時
三

0
分
就
寝
で
あ
り
、
九
時
か
ら
一
七
時
ま
で
昼
食
を
は
さ
ん
で
職
業
訓
練
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。
夕
食
後
は
、
寮
で

の
集
会
、
進
路
指
導
講
座
、
職
業
指
導
講
座
、
自
己
計
画
学
習
な
ど
の
夜
間
指
導
が
行
な
わ
れ
る
。
二

0
時
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
視
聴
も
許
可
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
、
「
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
」
に
お
い
て
は
、
殺
人
な
ど
の
非
行
と
強
姦
な
ど
の
非
行
の
二
類
型
が
重
点
と
さ
れ
、
関
連
図

書
を
読
ん
で
感
想
文
を
書
い
た
り
、
個
別
指
導
と
し
て
面
接
を
行
な
っ
た
り
、
被
害
者
遺
族
の
講
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

一
九
％
に
上
っ
て
い
る
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

一
九
六

二
―

0
以
上
の
少
年
が



施
設
見
学
記
録
①

最
近
は
、
「
贖
罪
」
と
い
う
語
に
宗
教
的
意
味
合
い
が
強
く
、
少
年
の
内
省
に
重
心
が
偏
り
す
ぎ
て
お
り
、
個
々
の
被
害
者
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
と

の
観
点
か
ら
、
「
贖
罪
教
育
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
指
導
の
中
心
は
、
謝
罪
文
の
作
成
に
あ
り
、
損
害
賠
償
を
促
す
こ

と
は
、
民
事
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
作
成
さ
れ
た
謝
罪
文
は
、
少
年
の
保
護
者
を
通
し
て
、
被
害
者
の
手
に
届
く
よ
う
に
し
て
い

る
。
希
望
す
れ
ば
、
少
年
は
、
近
在
の
住
職
ら
の
宗
教
教
誨
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
年
の
処
遇
や
処
遇
環
境
に
対
し
、

生
活
に
苦
し
む
被
害
者
遺
族
か
ら
は
、
少
年
の
待
遇
が
良
す
ぎ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

一
日
二
回
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
出
院
準
備
教
育
期
の
農
作
業
に
お
い
て
は
、

食
事
は
、
職
員
と
出
院
準
備
教
育
期
の
少
年
に
よ
っ
て
、
三
食
全
て
院
内
で
調
理
さ
れ
て
い
る
。
洋
食
や
中
華
料
理
に
人
気
が
あ
り
、
和
食
に
な
る
と

残
飯
の
量
が
増
え
る
。
院
内
の
農
場
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
は
、
院
内
で
の
食
事
に
供
さ
れ
て
い
る
。

面
会
は
、
予
約
制
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
平
日
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
が
近
畿
圏
以
外
に
在
住
し
て
い
る
場
合
、
土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
面

会
を
認
め
て
い
る
。
原
則
と
し
て
月
一
回
三

0
分
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
は
、
訓
練
場
所
だ
け
で
な
く
、
寮
の
一
部
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

少
年
は
、
原
則
と
し
て
丸
刈
り
と
さ
れ
、
出
院
準
備
教
育
期
に
な
る
と
、

浪
速
少
年
院

三
ー
四
回
シ
ャ
ツ
を
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。

入
浴
は
、
週
二
回
で
あ
る
が
、

(
H
I
V
)
 

一
九
七

の
抗
体
検
査
や
性
感
染
症

(
S
T
D
)

の
検
査
は
、
原

ス
ポ
ー
ツ
刈
り
が
許
可
さ
れ
る
。
月
一
回
外
部
の
業
者
が
院
内
で
調
髪
す
る
。

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
で
送
致
さ
れ
た
少
年
は
五
％
ほ
ど
で
あ
り
、
覚
せ
い
剤
使
用
歴
の
あ
る
少
年
も
ほ
ぼ
そ
れ
ら
の
少
年
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
血

液
検
査
は
新
入
時
の
健
康
診
断
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

則
と
し
て
行
な
わ
れ
ず
、
生
育
歴
や
非
行
歴
か
ら
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
少
年
に
限
っ
て
、
同
意
が
あ
る
場
合
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

少
年
の
入
院
前
の
喫
煙
率
は
ほ
ぼ
一

0
0
％
で
あ
る
が
、
禁
煙
指
導
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
少
年
へ
の
指
導
に
お
い
て
、
「
禁
煙
指
導
」
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
も
、
用
語
と
し
て
も
な
い
。
な
お
、
職
員
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
分
煙
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（
一
七
八
五
）

一
日
に

一
家
の
大
黒
柱
を
失
い
、



以
上
の
建
物
に
は
、
外
か
ら
鉄
格
子
が
は
め
ら
れ
て
い
た
。

も
見
学
し
た
。
こ
ち
ら
に
も
冷
房
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

三

、

施

設

の

様

子

比
較
的
最
近
、
改
築
が
完
了
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
物
な
ど
が
真
新
し
く
、
き
れ
い
で
あ
っ
た
。
敷
地
は
、
約
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
建
物
や

庭
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を
受
け
た
。
郊
外
の
住
宅
地
の
そ
ば
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
周
囲
の
住
民
か
ら
の
反
発
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
施
設
が
住
宅
よ
り
も
先
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
施
設
に
比
べ
る
と
、
反
発
な
ど
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
周
辺
住
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
地
元
小
学
校
の

P
T
A
を
見
学
に
招
い
た
り
、
少
年
ら
の
作
成
す
る
作
品
の
展
示
・
即
売
を
行
な
う
矯
正
展
な
ど
を
開
催
し
た
り
す
る
な

ま
ず
、
調
査
官
ら
が
少
年
と
面
接
を
行
な
う
面
接
室
、
面
会
準
備
室
、
在
院
中
の
少
年
に
余
罪
等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
審
判
を
行
な
う
部
屋
（
少
年
審

判
規
則
二
七
条
参
照
）
な
ど
を
見
学
し
た
。
面
会
室
は
、
面
会
中
の
た
め
、
見
学
で
き
な
か
っ
た
。

次
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
の
訓
練
場
所
を
廊
下
か
ら
見
学
し
た
。
見
学
当
時
、
少
年
が
実
習
中
で
あ
り
、
冷
房
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
理
髪
室

そ
の
後
、
寮
を
見
学
し
た
。
寮
は
、
単
独
室
、
四
人
部
屋
、
食
事
や
集
会
な
ど
を
行
な
う
リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
教
官
室
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

見
学
し
た
第
一
学
寮
は
、
定
員
二
五
名
で
あ
る
が
、
現
在
の
収
容
人
員
は
一
七
名
と
の
こ
と
で
、
四
人
部
屋
に
は
、
二
名
又
は
三
名
が
入
っ
て
い
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
数
ヶ
月
前
ま
で
、
定
員
超
過
の
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
四
人
部
屋
に
入
り
き
ら
な
い
少
年
は
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
廊
下

な
ど
に
簡
易
ベ
ッ
ド
を
置
い
て
起
臥
さ
せ
て
い
た
。
各
部
屋
に
扉
は
あ
る
が
、
鍵
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
廊
下
に
か
け
て
の

場
所
に
、
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
事
務
棟
か
ら
の
遠
隔
監
視
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
新
入
時
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
様
子
を
廊
下
か
ら
見
学
し
た
。
作
文
の
作
成
中
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
木
工
科
と
板
金
科
の
訓
練
場

所
を
廊
下
か
ら
見
学
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ど
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

一
九
八

（
一
七
八
六
）



三）

施
設
見
学
記
録

m

―
―
二
頁
以
下
参
照
）
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
被
収
容
者
数
と
比
較
す
る
と
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
プ
ー
ル
は
、
二
五
メ
ー
ト
ル
の

今
回
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
約
三

0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
農
場
が
あ
り
、
出
院
準
備
教
育
期
の
農
園
芸
科
の
少
年
が
作
業
に
従
事
し

見
学
中
に
訓
練
中
の
少
年
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
年
長
少
年
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
せ
い
か
、
体
格
の
よ
い
少
年
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

建
物
が
新
し
く
、

一
九
九

エ
ア
コ
ン
が
随
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ワ
ー
の
回
数
が
多
い
な
ど
、
大
幅
に
処
遇
環
境
が
向
上
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

職
業
能
力
訓
練
課
程
の
指
定
を
受
け
た
施
設
だ
け
に
、
職
業
訓
練
が
中
心
と
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
「
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
」

に
お
い
て
、
謝
罪
文
の
作
成
だ
け
で
な
く
、
損
害
賠
償
を
促
し
、
保
護
観
察
官
及
び
保
護
司
と
連
携
し
て
、
少
年
自
身
に
少
し
ず
つ
で
も
分
割
払
を
行
な

わ
せ
る
な
ど
の
調
整
を
少
年
院
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
う
こ
と
で
、
自
己
の
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
し
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
保
護
処
分
と
し
て
被
害
弁
償
命
令
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
(
-
)
」
法
学
論
叢
一
五
三
巻
一
号
（
二

0
0
三
）
七
二
頁
以
下
、
「
同
・
（
二
）
・
完
」
法
学
論
叢
一
五
三
巻
二
号
（
二

0
0

非
行
少
年
の
場
合
、
セ
ー
フ
ァ
ー
・
セ
ッ
ク
ス

(
s
a
f
e
r
 s
e
x
)

を
行
な
わ
な
か
っ
た
り
、
薬
物
の
回
し
射
ち
を
行
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
行
動
が
見
受

け
ら
れ
や
す
く
、

H
I
V
や
S
T
D
の
ハ
イ
リ
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
少
年
の
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
、

H
I
V
や
S
T

D
に
つ
い
て
の
教
育
を
行
な
う
必
要
が
高
い
。
ま
た
、
性
行
為
の
経
験
や
薬
物
の
使
用
経
験
が
あ
れ
ば
、
抗
体
検
査
を
実
施
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
の

際
に
同
意
が
必
要
か
ど
う
か
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
観
点
か
ら
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
検
討
は
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

禁
煙
指
導
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
（
明
治
三
三
年
法
律
三
三
号
）
と
健
康
増
進
法
（
平
成
―
四

て
い
る
。

四、

コ

コ
ー
ス
が
五
本
あ
っ
た
。

浪
速
少
年
院

メ

ン

ト

（
一
七
八
七
）

（
被
害
弁
償
命
令
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
刑
事
制
裁



＊
 

年
法
律
一

0
三
号
）

の
趣
旨
や
、
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
（
平
成
一
六
年
条
約
一
七
号
）

（
一
七
八
八
）

の
観
点
か
ら
、
公
私
の
機
関
の
協

力
を
得
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
禁
煙
指
導
が
効
果
を
上
げ
れ
ば
、
少
年
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
健
康
被
害
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
期
間
、
禁
煙
が
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
内
に
比
べ
て
、
喫
煙
習
慣
を
絶
ち
や
す
い
条

件
が
整
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
逃
す
こ
と
は
極
め
て
大
き
な
損
失
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
喫
煙
の
他
害
性
を
少
年
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
は
、

他
害
行
為
を
防
止
す
る
と
い
う
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
思
想
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

御
多
忙
の
折
、
見
学
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
院
長
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

二
0
0


